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新しく赴任した先生から

安 井 大 輔

みなさんはじめまして。今年
度九州の佐賀県より赴任して参
りました安井大輔と申します。
釜山には一度来た事があります
が、今回赴任して改めて釜山の

素晴らしさを実感する毎日です。目の前に
は青く光る海。満開の桜の花。そしてとて
もおいしい韓国料理。
しかし、なによりも感動したことは、釜

山日本人学校の素敵な子ども達に出会えた
ことです。毎朝、下駄箱で子どもたちの出
迎えをしますが、とても元気の良いあいさ
つをしてくれ、これが私の一日の元気の源
になっています。また、どの子もきらきら
した笑顔を向けてくれるので、とても嬉し
い気持ちになります。
このような素晴らしい学校に赴任でき、

私も子どもたちの成長のために少しでも役
にたつことができるようにがんばりたいと
思います。
いろいろと分からないことも多く、保護

者の皆様にもご迷惑をおかけすることがあ
ると思いますが、なにとぞよろしくお願い
いたします。

伊 藤 道 彦

初めまして。北海道の酪農と
畑作と観光の地、十勝より赴任
いたしました伊藤道彦です。
私のいた十勝では、冬、スピ

ードスケートのメッカとなる土
地柄、マイナス25度まで気温が下がります。
夏も30度を超える日は数日しかありません。
釜山に向かうため北海道を出てくるとき

にはまだ道路に雪がありました。しかし到
着したこの地、釜山は、桜吹雪が舞ってい
るという状況。直感的に居心地の良さを感
じることとなりました。その居心地の良さ
は日を追って、ふれあう人たちの人数が増
えるごとに増してきたというのが現実です。
特に、どの先生も言っていることとは思

いますが、この釜山日本人学校の子ども達
の純朴で明るい姿。教師を始めた頃の初心
に引き戻された感覚です。まだまだ慣れな
いことに追われる毎日ですが、早くペース
をつかみ、ここ釜山日本人学校でしかでき
ないこと、ここだから出来ることを追求し
子ども達の成長に貢献できるよう全力を注
ぎたいと思っています。皆様どうぞ宜しく
お願いします。
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児童生徒数児童生徒数

学 年 男 子 女 子 計
小 １ １ ３ ４
小 ２ ４ ３ ７
小 ３ １ ０ １
小 ４ ４ ４ ８
小 ５ ３ ４ ７
小 ６ ４ １ ５
中 １ ０ １ １
中 ２ ０ ０ ０
中 ３ ０ １ １
計 １７ １７ ３４
４月２５ 日現在 家庭数 ２５


